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はじめに 
Export Verificationの概要 
ONESOURCE Export Verificationソリューションは、閉ループ式の申告レビュープロセスをサポートしてお

り、一貫した基準に基づいて申告を監査するという課題に対処します。輸出者と申告者との通信が切断さ

れると、申告者のシステムに保存された情報とユーザーのシステムに保存された情報を照合できなくなっ

て不一致が生じる可能性があります。不一致は、単純な人的エラーの結果として生じることもあります。 

通常次の点で、輸出者とソースデータとに不一致が生じています。 

• 製品説明が矛盾している/正しくない 
• 矛盾した/間違った輸出 HS 番号 
• 矛盾した/間違った輸入国 
• 矛盾した/間違ったライセンス番号  
• 矛盾した/間違ったレポート数量や UOM（単位） 

ONESOURCE Export Verificationは、申告データを、以下に示すような ONESOURCE 内の他の関連データ

と比較します。 

• ONESOURCE Global Classification に保存された分類データ 

• ONESOURCE Export Management のコマーシャルインボイスの数量と価額 

システム内のデータソースに制限はありません。たとえば、申告データと、ONESOURCE 内に存在するデ

ータとの比較には、Global Classification か、次のようなその他の外部データソースしか含めることはで

きません。  

• PO 
• コマーシャルインボイス 

• 梱包明細書 

• 売掛金 

• その他の出荷書類 

Export Verificationでの申告後プロセスのサポート方法 
現在のユーザーの場合、ONESOURCE Export Verificationでどのデータを比較し、どのエラーを表示するか

の決定は、ソフトウェア実装の要件収集フェーズ中に行われていました。モジュールが「開始」するまで

に、申告データと、ONESOURCE やその他の外部システムに保存されたソースデータとの間に事前に定義

された不一致がないか識別するように、ルールエンジンが設定されます。 

データソース（Global Classification、PO、コマーシャルインボイス、売掛金ファイルなど）と、比較対

象のデータ要素とを検証エンジンで設定すると、ONESOURCE Export Verification内の画面に、必要な情報

が表示されます。 

申告者からの申告が受領されると、その申告は検証規則エンジンで処理されます。続いて、検証プロセス

中に見つかったすべての不一致にフラグが付けられ、さまざまな申告レベル（ヘッダー、詳細/ライン、

当事者、料金）で表示されます。そこから、エラーが評価され、是正措置が必要である、または推奨され

るかどうかが判断されます。 
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既知の問題を解決するために是正措置が必須/推奨である場合、申告の訂正は、ユーザーが内部で行うこ

とも、外部の申告者に不一致について伝えた後で行うこともできます。 

このマニュアルは、ONESOURCE Export Verificationの導入から始まり、アプリケーションを使用して企業

の申告後レビュープロセスをサポートする手順が続きます。 

 

メインメニュー 
ログインして [Export Verification] メニューにカーソルを合わせると、使用可能なオプションのリストが

表示されます。メニュー項目を選択するには、目的のオプションにカーソルを合わせてクリックします。 

 

 

Export Verification内の利用可能な画面 
購入し導入中に設定した機能に応じて、次の画面のいくつかは、お使いのバージョンの [Export 

Verification] メニューに利用可能なオプションとして表示されない場合があります。各画面については、

以降の各セクションで詳しく説明します。 

標準画面 

申告の概要 申告レビュー活動の統合ビュー。この画面には、以下のタブがあります。  

• 申告 
• 作業キュー 

申告不一致管理 すべての申告ライン品目エラーを申告ごとにまとめて表示します。 

申告データ監査管理 企業が、指定の国、日付、サブセットパラメータに基づいて、部分的にラン

ダムに申告を選択して監査できるようにします。  

Export Verification 
監査ログ 

次のような申告の履歴を表示します。 

• 申告を扱っているユーザーがシステムで行うアクション 

• ステータス変更 



ONESOURCE: Export Verification   6 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

申告の概要 申告レビュー活動の統合ビュー。この画面には、以下のタブがあります。  

• 申告 
• 作業キュー 

• 修正された不一致 

申告エラー報告 申告検証プロセス中に発生した検証エラーを含んだエラー報告書を作成しま

す。次のエラー報告書タイプのオプションを提供します。 

• 申告者エラー 

• 内部エラー 

• 外部エラー 

 

Export Verificationの専用画面 
これらの画面は、ONESOURCE Export Verification専用です。 

申告の概要 [申告の概要] 画面は、ONESOURCE Export Verificationプラットフォームの一般概要画

面です。ここには 2 つの異なるタブ/グリッド（[申告] と [作業キュー]）が含まれてい

ます。これらについては、このユーザーガイドの「申告の概要」のセクションで詳しく

説明します。 

エラー報告 特定の申告に関する申告検証プロセス中に発生した検証エラーを含むエラー報告書を作

成します。3 つのタブ/グリッド（[申告者エラー]、[内部エラー]、[外部エラー]）が含ま

れます。この画面については、このユーザーガイドの「エラー報告」のセクションで詳

しく説明します。 

監査ログ ONESOURCE Export Verificationの [監査ログ] 画面には、次のような搬入の履歴が表示

されます。 

• 搬入を担当しているユーザーがシステム内で実行したアクション 

• ステータス変更 

• 特定のアクションを行うユーザーと日付/時刻のスタンプ 

この画面については、このユーザーガイドの「監査ログ」のセクションで詳しく説明し

ます。 

 

Export Verificationでの申告後レビューのサ
ポート 
 

 

複数の画面を ONESOURCE Export Verification内で利用でき、申告後レビュープロセスの自動化に役立ち

ます。ただし、これらの画面の一部は、企業に対する ONESOURCE Export Verificationの現在の設定には

含まれていない場合があります。  
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追加画面を設定する必要がある場合は、企業のExport Verification社内所有者に連絡し、これらの画面を追

加することを推奨してください。 

Export Verificationにおける申告の検証 
申告データの検証は一般に、申告を申告者から受領し、ONESOURCE Export Verificationにインポートする

ときに行われます。これは通常、バッチモードで毎晩行われます。システムは、このプロセスを自動化す

ることによって、申告に含まれたすべてのラインの検証を有効にします。 

ONESOURCE Export Verificationは受領時に、申告データを ONESOURCE プラットフォーム内に存在する

データと比較して不一致がないか調べます。Export Verification規則エンジンは、ユーザー定義の検証タイ

プを利用して不一致を特定します。不一致が生じている場合、これらは特定され、[申告検証] 画面と [申

告ラインの概要] 画面に表示されます。続いて、モジュール内に存在する申告後レビュー機能を利用し

て、是正措置を行い、不一致を解決できます。 

申告データの検証 

検証タイプ 申告者の申告と、ONESOURCE システム内に保存されたデータとの間に不一致が存在

するときに、システム内でエラータイプにフラグが付けられます。ユーザー定義の検

証タイプは実装時に設定されます。ONESOURCE Export Verificationに固有の柔軟性の

ため、ほぼ無制限の数およびタイプの検証エラーが起きる可能性があります。 

ONESOURCE Export Verification内に保存されていない外部データ（システムに保存さ

れていないコマーシャルインボイスデータなど）に対して申告データを検証すること

はできません。 

検証グルー

プ 

検証タイプの分類。これは、コマーシャルインボイス、材料の受領、売掛金などに適

しています。 

例 1: 分類に関連するすべての検証タイプ（HS 番号、原産国、製造者 ID など）は、[分

類] 検証グループ内でまとめられます。 

例 2: すべての PO 検証タイプ（数量、値など）は、[発注] 検証グループ内でまとめら

れます。 

 

申告の概要 
概要 
[申告の概要] 画面には、統合済みの高レベルの申告レビュー活動が含まれます。この画面を開くには、

[Export Verification] メニューから [申告の概要] を選択します。  

この画面には 2 つのタブ（[申告] と [作業キュー]）が含まれており、これらについてはこの章のサブセク

ションで詳しく説明します。 
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ドロップダウンとボタン 

ドロップダウン 
[申告の概要] 画面は、画面上部にある 3 つのドロップダウンのいずれか、または任意の組み合わせを使用

することによりフィルタリングできます。 

1. 国（少なくとも 1 つの申告を含んだ、加入している任意の国） 
2. 検証グループ（分類、当事者、値など） 
3. 検証タイプ（すべて、通貨コード、輸出 HS 番号、HS 番号、当事者のタイプなど） 

これらのフィルターは、画面のグリッドの内容をさらに絞り込むために使用できます。 

 

 

ボタン 
画面の右上隅にあるボタンは、次のアクションを実行するために使用できます。 

検証 このボタンをクリックすると、[申告の概要] 画面の検証プロセスが起動します。 

リフレッ

シュ 

このボタンをクリックすると、[申告の概要] グリッドの内容がリフレッシュされ、申告が

検証プロセスのどこにあるかを示します。 

終了 このボタンをクリックすると、[申告の概要] 画面から [ホーム] 画面に戻ります。 

 



ONESOURCE: Export Verification   9 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

申告 
デフォルトでは、グリッドには検証エラーのある申告だけが表示されます。 

 

 

[すべての申告を表示] を選択すると、検証エラーが含まれているかどうかにかかわらず、すべての申告が

表示されます。 
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[申告の管理] グリッドから次の操作を行えます。  

• 申告ごとに文書と注釈を表示する 
• 利用可能なドロップダウンを使用してステータス、割り当て先、優先度を変更する 
• 特定の申告の詳細を表示する 

値を変更したときに注釈を要求できます。この機能は設定可能です。 

 

申告番号 
[申告番号] リンクをクリックすると、[申告不一致管理] 画面が表示され、選択した申告の情報が画面に自

動入力されています。[申告の概要] 画面で選択したフィルターは、[申告不一致管理] 画面に継承されま

す。 

この画面については、このユーザーガイドの「申告不一致管理」の章で詳しく説明します。 
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関連書類 
[文書] リンクをクリックすると [文書リスト] ポップアップが開きます。このリストには、申告に添付され

たすべての文書が記されます。 

 

[PDF] リンクをクリックすると、Adobe PDF バージョンの生成済みレポートが開きます。  

 

 

注釈 
[注釈] リンクをクリックすると [注釈] ポップアップが開きます。このリストには、申告に関連付けられた

すべての注釈が記されます。さまざまな注釈のタイプを利用でき、特定のエラー報告書に注釈を分類する

ときに役立ちます。 
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概要/ステータスの注釈 

[概要/ステータスの注釈] タブには、申告の概要とそのステータスに関連したすべての注釈が含まれます。

[注釈を追加] ボタンをクリックして、追加の注釈を追加できます。 

 

 

[注釈を追加] ボタンをクリックすると、[注釈を追加] ポップアップが開きます。 

1. ドロップダウンから理由を選択します。 
2. メモを追加します。 
3. [送信] をクリックします。 
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内部メモ 

[内部注釈] タブには、選択した申告の外部ビューアーには表示されない内部注釈が含まれます。 

 

 

外部向けの注釈 

[外部向けの注釈] タブには、選択した申告の外部ビューアーには表示される外部向けの注釈が含まれま

す。 

 

 

 

閉じた不一致の注釈 

[閉じた不一致の注釈] タブには、選択した申告について閉じた不一致に関する注釈が含まれます。 
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検証の注釈 

[検証の注釈] タブには、選択した申告についての検証の注釈が含まれます。 

 

 

ステータス 
[ステータス] 列のドロップダウンは、申告がレビュープロセスのどこにあるかに応じて、申告のステータ

スを選択するために使用できます。 

 

ドロップダウンで利用できるステータスは、ユーザー定義され、申告レビュープロセスの特定のステップ

を反映できます。このドロップダウンは、申告のステータスを変更できるユーザーの数を制限するよう

に、セキュリティアクセスに基づいて設定できます。また、実行するタスクに応じて、ステータスを手動

または自動で設定できます。 



ONESOURCE: Export Verification   15 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

ステータスドロップダウンでは、ステータスを変更した後に、注釈を必須にすることもできます。ステー

タスが変更されたときに表示される注釈のポップアップウィンドウの例を以下に示します。ステータスの

変更時に入力した注釈は、監査証跡の一部として取得され、[申告] タブの [注釈] 列の下で利用できます。 

 

 

 

 

割り当て先 
[割り当て先] 列のドロップダウンは、特定の申告を、申告レビュープロセスに関与している特定の個人に

割り当てるために使用できます。このドロップダウンは、申告を他の人物に割り当てることのできるユー

ザーの数を制限するように、セキュリティアクセスに基づいて設定できます。 
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[割り当て先] ドロップダウンでは、割り当てを変更した後に、注釈を必須にすることもできます。  

 

ステータス、割り当て、優先度の変更が起きたときに入力された注釈は、監査証跡の一部として取得され

ます。これらの注釈は、[申告] タブの [注釈] 列のリンクをクリックすることによって表示できます。 
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優先度 

[優先度] 列のドロップダウンは、緊急度ベースの優先度を申告に割り当てるために使用できます。 

 

ドロップダウンで利用できる [優先度] オプションは、ユーザー定義であり、申告のレビューでの優先度を

反映できます。このドロップダウンは、申告のステータスを変更できるユーザーの数を制限するように、

セキュリティアクセスに基づいて設定できます。 

 

[優先度] ドロップダウンでは、優先度を変更した後に、注釈を必須にすることもできます。  

 

優先度が変更したときに入力された注釈は、監査証跡の一部として取得されます。これらの注釈は、[申

告] タブの [注釈] 列のリンクをクリックすることによって表示できます。 
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作業キュー 
[作業キュー] タブでは次の情報が表示されます。  

• 選択した割り当て済み申告を一覧表示したグリッド 
• 割り当てられた申告の優先度 
• 割り当てられた申告に添付したすべての文書 
• 割り当てられた申告に関連付けられたすべての注釈 
• レビュープロセスでの申告の現在の位置（ステータス） 

 

[割り当て先] 機能が有効になっている場合、ONESOURCE Export Verification内で申告を他のユーザーに割

り当てられます。これらの名前を設定すると、[申告] タブの [割り当て先] ドロップダウンで使用できるよ

うになります。  
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申告がユーザーに割り当てられると、申告は [作業キュー] メインタブの下にあるそのユーザーの [作業キ

ュー] サブタブに追加されます。 

 

[作業キュー] タブでは、ステータスを変更できます。[作業キュー] タブで行った変更はすべて、監査ログ

で取得され、[申告] タブに表示されます。 

 

作業キューの注釈 
[作業キュー] タブでは、申告に関連したすべての注釈にもアクセスできます。  

申告に関連した注釈を表示するには、[作業キュー] グリッドから申告を選択して、[注釈] 列の下にある対

応する [表示] リンクをクリックします。 

 

次の情報が、申告後レビュー中に行った特定のアクションに関連しているときに表示されます。 

概要/ステータス

の注釈 

ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、理由コード、ステータス

を変更した理由を詳しく記した注釈が表示されます。 

内部メモ ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、行番号、検証タイプ、理

由コードを含む、申告に追加したすべての内部注釈を表示します。 

外部向けの注釈 ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、行番号、検証タイプ、理

由コードを含む、申告に追加したすべての外部向けの注釈を表示します。 
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概要/ステータス

の注釈 

ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、理由コード、ステータス

を変更した理由を詳しく記した注釈が表示されます。 

検証の注釈 ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、行番号、検証タイプ、理

由コードを含む、申告に追加したすべての検証の注釈を表示します。 

閉じた不一致の

注釈 

ステータスを変更した日付、ステータスを変更した人物、行番号、検証タイプ、理

由コードを含む、不一致を閉じたときに申告に追加したすべての注釈を表示しま

す。 
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作業キューの文書 

[作業キュー] タブには、申告に添付した裏付け文書も表示されます。  

添付した文書を開くには、下の [作業キュー] グリッドから申告を選択して、[文書] 列で対応する [文書] リ

ンクをクリックします。  

 

[文書] リンクをクリックすると、添付した裏付け文書（コマーシャルインボイス、梱包明細書、信用状、

エラー報告書など）が表示されます。 

文書を開くには、グリッドから文書を選択し、[文書] 列の対応するリンク（青色で表示）をクリックしま

す。 
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検証ワークフロー 
右上にある [検証] ボタンをクリックすることで、申告検証ワークフローを実行できます。 

 

検証プロセスが開始すると、申告/ワークフローのグリッドとタブが非表示になり、画面には検証グリッ

ドと、ワークフローが開始したことを示すメッセージが表示されます。検証が終了した後で [リフレッシ

ュ] ボタンをクリックすると、タブが再び表示され、見つかった新しい検証エラーが読み込まれます。 

 

 

申告不一致管理 
[申告不一致管理] 画面では、ラインレベルで個々の申告の詳細な外観が表示され、[ヘッダー]、[詳細]、

[当事者]、[料金]、[コミュニケーション] などの個々のタブでレビューをさらに細分しています。  

特定の搬入の [申告不一致管理] 画面にアクセスするには、[申告の概要] 画面で目的の申告番号をクリック

します（これは [申告] タブか [作業キュー] タブで行えます）。グリッドのフィルタリングに [検証グルー

プ] ドロップダウンや [タイプ] ドロップダウンが使用されていた場合は、これらの同じ値が [不一致管理] 

ページに継承され、特定のグループ/タイプの検証しか表示されなくなります。 
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各タブについては、以降のサブセクションで詳しく説明します。 
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ボタンのリンク 
[申告不一致管理] 画面の右上には以下のボタンがあります。 

概要へ移動 このボタンをクリックすると、[申告の概要] 画面に戻ります。この画面に関する

詳細は、このユーザーガイドの「申告の概要」のセクションに記載されていま

す。 

関連書類の添付 このボタンをクリックすると [文書の添付] ポップアップが開きます。このポップ

アップに関する詳細は、このユーザーガイドの「文書の添付」のセクションに記

載されています。 

終了 このボタンをクリックすると、デフォルト（ホーム）画面に戻ります。 
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概要 
[概要] タブには、以下のような、選択した申告に関する概要情報が示されます。  

• ヘッダーレベルデータの設定可能セット 
• 実装プロセス中に設定したすべての手動検証 
• 選択した申告の検証エラーのグリッド 

ONESOURCE Export Verificationは、グループ、タイプ、レベル別に検証できます。Export Verificationで

の検証にはグループ/タイプがありますが、レベルもあります。  

速記 意味 

H ヘッダー 

D 詳細 

P 当事者 

 

検証グリッドでは、不一致を見つけられる場所のスナップショットが示されます。  [合格]/[失敗]/[レビュ

ー済み] 列では、以下の点が即座にわかります。 

• 失敗した検証を少なくとも 1 つ含むレベルが、赤色の [X] で示されます。 

• 問題のない検証を含むレベルは、緑色の [√] で示されます。  

• すべての検証がレビューされ、「レビュー済みのマークが付けられた」申告は  で示されま

す。レビューされていない検証は、  で示されます。 

[検証レベル] 列のリンクをクリックすると、検証レベルの該当するタブにリダイレクトされます。少なく

とも 1 つの不一致が存在する検証レベルでは、リンクがアクティブになっています。 

 

 

[検証レベル] リンクをクリックすると、画面がリフレッシュし、該当するタブが開いてエラーの詳細が示

されます。不一致のある特定のデータ項目は、簡単に識別できるように、[統一データ] タブと [申告者デ

ータ] タブで赤い枠線で強調表示されます。 

これらの画面からさらに、不一致をレビューし、行われたアクションの裏付けとして注釈および/または

文書を追加/レビューし、項目にレビュー済みのマークを付け、不一致を閉じることができます。  
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ヘッダー 
[ヘッダー] タブには、ヘッダーレベルのすべての検証と、[統一データ] および [申告者データ] のサブタブ

が表示されます。この構造は、この画面の他のタブでも模倣され、いくつかが追加されます。これらのタ

ブは、注釈を追加し、不一致を閉じ、検証データを表示するために使用できます。 

選択すると、このタブのリンクは次のアクションを実行します。 

選択対象をレビュー済みとし

てマーク 

選択すると、上のグリッド内のチェックマークを付けた項目がすべて 

[レビュー済み] のマークが付けられます。 

不一致を閉じる 選択すると、上のグリッド内のチェックマークを付けた項目がすべて 

[クロース済み] のマークが付けられます。 

注釈を表示 選択すると、[注釈] ポップアップが画面に表示され、選択した申告の

既存の注釈がすべて示されます。また、その他の注釈を追加すること

もできます。詳細は、ユーザーガイドのこの章の「注釈」のセクショ

ンに記載されています。 



ONESOURCE: Export Verification   27 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

選択対象をレビュー済みとし

てマーク 

選択すると、上のグリッド内のチェックマークを付けた項目がすべて 

[レビュー済み] のマークが付けられます。 

書類 選択すると、[文書] ポップアップが画面に表示され、選択した申告の

既存の文書がすべて示されます。詳細は、ユーザーガイドのこの章の

「文書」のセクションに記載されています。 

 

 

 

詳細 
[詳細] タブは [ヘッダー] タブに似ており、検証不一致を含むラインを示す別のグリッドが上部に追加され

ています。このタブは、表示したいと考えている検証/データのラインを指定するために使用できます。 

特定の申告ラインの詳細を表示するには、上部のグリッドからラインを選択して、左端にある対応する 

[選択] リンクをクリックします。[選択] をクリックすると、検証グリッドと、選択したラインの [統一デー

タ]/[申告者データ] サブタブが再読み込みされます。 
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検証エラーについて各ラインをレビューし、裏付けの注釈および/または文書を追加し、レビューが終わ

ったら、これらの項目がすでに対処されていることが他のユーザーに簡単にわかるように、項目にレビュ

ー済みのマークを付けることができます。  

 

当事者 
[詳細] タブと似ており、[当事者] タブには、上部グリッドで選択した申告のすべての当事者のほか、関連

する検証とデータが表示されます。 

[詳細] タブと [当事者] タブの構造的な主な違いは、[当事者] タブにヘッダー当事者情報が含まれていると

いう点です。これらのヘッダー当事者は、上部グリッドで [行番号] として [当事者ヘッダー] を記すことで

示されます。それ以外では、[詳細] タブと [当事者] タブは機能が非常に似ています。  
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料金 
[料金] タブは基本的に [当事者] タブと同じですが、課金と料金に関連したデータと検証を表示する点が異

なります。 

 

 

コミュニケーション 
[コミュニケーション] タブ（[申告不一致管理] 画面内）には、申告者や他の当事者に送信されたすべての

メッセージ、E メール、文書が表示されます。  

このタブでは以下のことが可能です。 

• 申告にコマンドを追加する 

• 申告の既存の文書をレビューする 

• E メールログをレビューする 

• 新しい E メールを送信する 

このタブには 3 つのサブタブがあります。それぞれについて以下のセクションで説明します。 
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メッセージング 

[メッセージング] サブタブでは、ONESOURCE Export Verificationアプリケーションを通じてユーザーに直

接メッセージを作成できるようにします。メッセージを作成するには、グリッドの上にある空のテキスト

ボックスをクリックして、コメントを入力します。コメントを入力し終えたら、[コメントを追加] をクリ

ックします。  

 

メッセージが下のグリッドに表示されます。 

 

 

メールログ 

[申告 E メールログ] サブタブには、発信メッセージの E メールの全履歴が含まれており、次の項目が記さ

れています。 

• メッセージの内容 

• メッセージの受信者 

• 関連する申告 

• 添付文書 

これらの応答は E メールアドレスに直接送信されるので、受信メッセージ（申告者からのメッセージな

ど）は ONESOURCE Export Verificationで取得されません。エラー報告書を E メールで送信するには、こ

のユーザーガイドの「エラー報告」のセクションで詳細を参照してください。 
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E メールの送信 

ONESOURCE Export Verificationから直接申告者に E メールを送信できます。申告者に E メールを送信す

るには、[コミュニケーション] タブを開いて、[E メール送信] を選択します。E メールプロセスについて

は、このユーザーガイドの「E メールの送信」のセクションで詳しく説明します。 

 

 

関連書類 

[文書] タブには、選択した申告について保存されているすべての文書が表示されます。 

文書を開くには、グリッドから文書を選択し、対応する [拡張] リンク（青色で表示）をクリックします。 
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申告に文書を添付するには、画面の上部にある [文書の添付] をクリックします。このプロセスについて

は、このユーザーガイドの「文書の添付」のセクションで詳しく説明します。 

 

 

エラー報告 
[エラー報告] 画面は、申告検証プロセス中に発生した検証エラーを含むエラー報告書を作成するために使

用できます。この画面では以下のことが可能です。 

• 申告者、内部、または外部のエラー報告書に追加した注釈を表示する 

• 新しいエラー報告書を生成する 

• 申告者と内部当事者に報告書を E メールで送信する 
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エラー報告書の生成 

エラー報告書を生成するには、 

1. 国を選択して、[申告] 項目に申告番号のすべて/一部を入力します。番号が一部の場合、以下に示すよ

うにドロップダウンに候補の申告が表示されます。 

 

この番号をクリックすると、目的の申告が表示されます。結果のグリッドには、その申告について一致し

た申告者、内部、外部のエラーがすべて表示されます。これらのエラーの一部またはすべてをレポートに

追加できます。 

2. レポートに含める不一致を確認します。 

3. レポートの最終バージョンを作成する前に、必要な調整をすべて行います。 

4. レポートの目的のエラーを選択したら（左端のチェックボックスを使用）、[報告書の生成] をクリッ

クします。 
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[報告書の生成] をクリックすると、[報告書の生成] ポップアップが開きます。 

5. 送信するエラー報告書タイプと、報告書のファイルタイプを選択します。 

 

報告書を生成したら、ユーザーは報告書を開いたり、報告書タイプをリセットしたりする（これによりユ

ーザーは以前のポップアップ画面に戻ります）ことができます。 

 

 

選択した各検証不一致は、現在 [エラー報告] 画面で開かれている、申告に関する個々のエラー報告書に保

存されます。これは、ONESOURCE 文書の添付にも追加され、ローカルで表示できます。文書の添付につ

いては、このユーザーガイドの「文書の添付」のセクションで詳しく説明します。 

[当事者] セクションと [料金エラー] セクションでは、所定の項目がヘッダーレベルである場合、[ライン] 

列の値として [H] が表示されます。行番号のあるすべてのグリッドは、ヘッダー項目が先頭になるように

行番号で並べ替えられます。 

[ヘッダー]、[詳細]、[当事者]、[料金] のエラーは、簡単に確認できるようにそれぞれ専用のセクションに

分割されます。表示するエラー注釈がセクションにない場合は、そのセクションはレポートから除外され

ます。下の例では、レポートに料金エラーが含まれていなかったので、[料金エラー] セクションは存在し

ません。 
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エラーの削除 

エラーを削除するには、グリッドから削除するエラーを選択し、左端にある、エラーの対応するチェック

ボックスをオンにします。削除するすべてのエラーを選択し終えたら、[選択したものを削除] をクリック

します。そうすると、選択した項目がすべてグリッドから削除されます。 

 

 

関連書類の添付 
[エラー報告] 画面には、[文書の添付] 画面へのリンクが示されています。この画面では、選択した申告に

関連付けられた文書の添付、修正、削除、および管理を行えます。詳細については、このユーザーガイド

の「文書の添付」のセクションを参照してください。 
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（申告不一致）管理への移動 
画面の上部にある [管理への移動] ボタンをクリックすると、選択した申告の情報がタブに入力された [申

告不一致管理] 画面に戻ります。この画面に関する詳細は、このユーザーガイドの「申告不一致管理」の

セクションに記載されています。 
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申告エラー報告書の E メール送信 

申告者に E メールでレポートを送信する前に、このユーザーガイドの「エラー報告書の生成」のセクショ

ンに記載の手順に従って保存しておく必要があります。レポートが生成されたら、[E メールレポート] を

クリックできます。 
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[E メールレポート] をクリックすると E メールテンプレートのポップアップが開きます。Export 

Verificationの E メール機能の使用方法は、他のアプリケーションで E メールを作成し送信する場合と同じ

です。手順は以下のとおりです。 

• 受取人 
• CC 受取人 
• 件名行 
• テキスト 
• 添付ファイル 

他のメールプラットフォーム（例: Gmail、Yahoo など）で使用しているのと同じ方法で、[To] 、[CC] 、

[件名] の各行に入力します。 

 
 

添付資料を追加するには、添付ファイルアイコンを展開して利用可能な文書を表示します。  

 
 

[文書の添付] 画面で申告に追加されたすべての文書は、グリッドで使用可能になります。文書のリストを

確認し、添付する文書を決定します。それらの文書を特定したら、そのレコードの左端にあるボックスを

オンにします。 

注釈: グリッドの上部にあるチェックボックスは [すべて選択] ボックスで、オンにするとすべての文書が

添付ファイルとして選択されます。 
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すべての情報を入力し、すべての文書を添付したら、[送信] をクリックします。  

 
 

一度 E メールが送信されると、受信者の E メールアドレスがシステムに保存されます。次回、同じ相手に 
E メールを送る際には、先行入力機能によって E メールアドレスが表示されます。名前をクリックするか 
Enter キーを押して、提案された E メールアドレスを選択します。 

 

 

メールテンプレート 
テンプレートから E メールを読み込むこともできます。これを行うには、[テンプレートのロード] ドロッ

プダウンをクリックし、テンプレートを選択します。  
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テンプレートは [メールテンプレート] 画面で保存し作成できます。この画面には [メールテンプレート] ボ

タンをクリックしてアクセスできます。 

 

 

新しい E メールテンプレートを追加するには、[メールテンプレートの追加] ボタンをクリックします。 

 

 

[メールテンプレート] ポップアップには、[メール] ポップアップと同じ項目と機能がすべてあり、さらに 

2 つの項目が追加されています。 

テンプレー

ト名 

メールテンプレートの名前。 

タイプ テンプレートタイプ（テンプレートが使用される製品 - Export Verificationなど）。 
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項目とテキスト本文を使用して、目的のメールテンプレートを作成し、テンプレートに名前を付け、テン

プレートタイプを選択し、[保存] をクリックします。 

 

 

関連書類の添付 
[エラー報告] 画面には、[文書の添付] 画面へのリンクが示されています。この画面では、選択した申告に

関連付けられた文書の添付、修正、削除、および管理を行えます。申告を選択し終えたら、申告の関連付

けられた検証エラーがすべて表示されます。グリッドの上にある [文書の添付] リンクをクリックして、文

書を表示します。 
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[文書の添付] リンクをクリックすると、[文書の添付] 画面が開きます。[識別子] 項目は、デフォルトで選

択した申告番号になります。 

 

 

文書を添付するには、 

1. [文書タイプ] ドロップダウンから文書タイプを選択します。利用できる文書のタイプはクライアントご

とに異なり、実装時に設定されます。 

 

 

2. [文書アクセスタイプ] ドロップダウンから文書アクセスタイプを選択します。文書は、プライベート

（ユーザーのみが閲覧可能）とパブリック（クライアントのシステム内のすべてのユーザーが閲覧可

能）に分類できます。デフォルトの設定はプライベートですが、実装時やサポートに依頼することで、

デフォルトをパブリックに設定できます。 
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3. 文書タイプを選択し終えたら、[ファイルを選択] ボタンをクリックして、申告に添付するファイルを選

択します。 
4. [メモ] 項目に注釈を入力します。この手順は必須であり、省略することはできません。 

 

5. これら 3 つの項目に入力したら、[文書を添付] をクリックします。  
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ファイルが下のグリッドに表示されます。  

 

6. その他、必要に応じて上記の手順で文書を添付します。 
7. 完了したら、ポップアップの右上にある [X] をクリックして [文書を添付] 画面を閉じます。 
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監査ログ 
[監査ログ] 画面には、次のような申告の履歴が表示されます。 

• 申告を扱っているユーザーがシステムで行うアクション 
• ステータス変更 
• 申告のバージョン 
• 修正された不一致 

任意の開始日から 15 日、30 日、または 60 日の期間で検索できます。 

 

特定の申告番号でも検索できます。 

高度なフィルター機能は、すべての [監査ログ] タブで有効になります。フィルタリングオプションには、

[ユーザー ID]、[申告]、[アクション]、[アクション値] があります。  
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複数のタブを使用でき、それぞれには申告の履歴に関係した特定の情報が表示されます。各タブと表示さ

れる情報の内訳は以下のとおりです。 

すべてのログ レコードを表形式に分類します。 

クローズしたエラ

ーログ 

終了した申告ごとに日付、ユーザー、申告番号、アクション、アクションタイプ

を表示します。 

管理ログ [申告の概要] 画面の [申告] タブで行われた変更（ステータス変更、割り当て変更

など）を取得します。 

注釈 指定の申告の日付、ユーザー、申告番号、アクション、注釈を表示します。 

E メール 申告番号ごとに E メール履歴を表示します。 

関連書類 文書が指定の申告に追加された日付を表示します。 

輸入 申告がシステムに受信された日付を表示します。 

手動検証 申告番号ごとに手動検証履歴を表示します。 

 

 

レコードを Microsoft Excel のスプレッドシート形式で抽出するには、画面右上の [抽出] をクリックしま

す。 



ONESOURCE: Export Verification   48 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

 

 

 

 


